
平成21年1月20日

〈発　行　所〉

埼玉県鍍金工業組合
〒331-0811

さいたま市北区吉野町 2-222-7
TEL 048（666）2184
FAX 048（652）7631

〈発行人・理事長代行〉
　野　口　　　武　
〈編集人・総務委員長〉
島　田　幸　昌

２００9年 

月号 

（宮城県　松島） 

－今月号の主な内容－ 

133号 

1
全鍍連関東甲信越静ブロック会議  …………………２ 
公害防止管理者　研修会を開催   …………………２
第46回全国大会開催される  …………………………４ 
視察研修旅行   ………………………………………４ 

排水分析に関してのお願い  …………………………6
たんぽぽ計画参加希望企業募集 ……………………6
故 吉田勇理事長を偲んで  ……………………………8 
支部だより（第5支部） …………………………………10 

（�）



　

平
成
20
年
10
月
16
日
、新
潟
県
弥
彦

温
泉「
四
季
の
宿
み
の
や
」に
お
い
て
、

平
成
20
年
度
全
鍍
連
関
東
甲
信
越
静
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
に
野
口
理
事
長
代
行
・
小
林

専
務
理
事
・
今
井
技
術
委
員
長
・
島
田
総

務
委
員
長
の
4
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、幹
事
県
の
新
潟
県
鍍
金
工

業
組
合 

井
筒
理
事
長
の
御
挨
拶
で
始

ま
り
、来
賓
を
代
表
し
て
全
国
鍍
金
工

業
組
合
会
長 

鈴
木
様
の
御
挨
拶
を
い

た
だ
き
、続
い
て
議
長
に
、新
潟
組
合
の

井
筒
理
事
長
と
長
野
組
合
の
下
島
理
事

長
を
選
出
し
て
議
案
審
議
入
り
、ま
ず

全
鍍
連
の
近
藤
専
務
理
事
が
全
鍍
連
報

告
そ
し
て
鈴
木
会
長
か
ら
国
際
委
員
会

で
訪
問
し
た
海
外
の
工
場
の
報
告
を
し

て
い
た
だ
き
、我
が
埼
玉
の
組
合
員
で

あ
り
、当
日
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
、

今
井
技
術
委
員
長
の
中
国
工
場
を
視
察

し
た
こ
と
に
も
ふ
れ
、素
晴
ら
し
い
工

場
と
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
組
合
員
と
し
て
、非
常
に
誇
り

で
し
た
。

　

引
き
続
い
て
各
県（
１
都
10
県
）の
紹

介
・
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
か
ら
は
、ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
加

入
促
進
・
組
合
で
の
自
主
分
析
な
ど
を

報
告
し
、土
壌
汚
染
関
連
を
全
鍍
連
よ

り
対
処
方
法
の
確
立
な
ど
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

平
成
20
年
10
月
7
日
（
火
）
午
後
1

時
30
分
よ
り
、
大
宮
駅
近
く
の
大
宮
サ

ン
パ
レ
ス
に
て
、事
業
所
責
任
者
及
び
、

公
害
防
止
管
理
者
を
対
象
と
し
た
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　　

は
じ
め
に
、
石
下
一
明
環
境
保
全
対

策
委
員
長
の
司
会
で
行
わ
れ
、
仁
科
俊

夫
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
主
催

者
を
代
表
し
て
野
口
副
理
事
長
が
次
の

よ
う
に
挨
拶
し
た
。

　
「
現
在
の
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
を
発
端
と
し

た
世
界
同
時
株
安
・
不
況
の
煽
り
を
受

け
て
い
る
国
々
が
多
い
中
、
日
本
は
深

入
り
せ
ず
大
き
な
影
響
が
無
か
っ
た
の

が
幸
い
で
あ
っ
た
が
、
中
国
・
イ
ン
ド

な
ど
の
急
激
な
高
度
成
長
の
中
、
自
動

車
業
界
で
は
大
変
な
時
期
を
迎
え
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

　

我
々
め
っ
き
業
は
水
・
空
気
に
関
わ

る
環
境
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

で
、
不
況
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
ろ
そ
か

に
す
る
事
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
い
け
な

く
、
各
事
業
所
が
率
先
し
て
環
境
保
全

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
結
局
、

長
い
目
で
見
れ
ば
必
ず
自
分
の
事
業
所

に
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
帰
っ
て
来
る
事
と

思
っ
て
い
る
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
の
後
、9
月
4
日
に
他
界
さ
れ
た
、

故 

吉
田 

勇
理
事
長
に
9
月
4
日
付
け

で
、叙
位
叙
勲
「
正
六
位 

旭
日
双
光
章
」

に
選
ば
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

第
一
講
演

「
土
壌
汚
染
対
策
に
つ
い
て
」 

講　

師　
埼
玉
県
環
境
部
水
環
境
課

　
　
　
　
土
壌
・
地
下
水
地
盤
環
境
担
当

技
師　

安
村　

 

雄
一
郎 

氏

講
演
内
容

①
土
壌
汚
染
と
は

②
土
壌
汚
染
の
仕
組
み

③
土
壌
汚
染
に
よ
る
影
響

④
関
連
法
令

　

土
壌
汚
染
対
策

１
、
土
壌
汚
染
対
策
法

２
、
生
活
環
境
保
全
条
例　

　

未
然
防
止

１
、
水
質
汚
濁
防
止
法
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　

地
下
浸
透
の
禁
止

２
、
廃
棄
物
処
理
法
…
…

　

廃
棄
物
の
適
正
保
管
及
び
処
理
な
ど

⑤
法
令
3
条
・
4
条
に
よ
る
調
査

⑥
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

⑦
条
例
79
条
に
よ
る
調
査

⑧
対
策
の
種
類
及
び
除
去

⑨
有
害
物
質
の
受
入
・
保
管
・
使
用
場
所

⑩
汚
水
処
理
施
設
・
配
水
管
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全
鍍
連
関
東
甲
信
越
静

    
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
さ
れ
る

公
害
防
止
管
理
者

再
教
育
研
修
会
を
開
催



⑪
事
故
等
を
発
見
で
き
る
構
造

⑫
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

⑬
届
出
・
相
談
窓
口

第
二
講
義

　
「
環
境
に
や
さ
し
い
三
価
ク
ロ
ム
め
っ

き
と
そ
の
耐
融
雪
塩
性
に
つ
い
て
」

講
師 

カ
ニ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社 

東
京
営
業
所

営
業
主
任　

竹
下 

竜
一 

氏

講
演
内
容

①
3
価
ク
ロ
ム
め
っ
き
の
現
状

②
3
価
め
っ
き
浴
の
特
性

③
3
価
ク
ロ
ム
と
6
価
ク
ロ
ム
浴
の
作

業
条
件
及
び
諸
特
性
の
比
較

④
3
価
ク
ロ
ム
と
6
価
ク
ロ
ム
浴
の
電

流
密
度
に
対
す
る
め
っ
き
厚
分
布

　

自
社
製
品
の
説
明　

第
三
講
義

「
3
価
ク
ロ
ム
め
っ
き
装
飾
用
と
硬
質

代
替
へ
の
課
題
」

講
師 

奥
野
製
薬
工
業
株
式
会
社 

総
合
技
術
研
究
所 

表
面
技
術
研
究
部 

基
礎
研
究
室

室
長　

片
岡 

順
一 

氏

講
演
内
容

①
環
境
対
応
型
3
価
ク
ロ
ム
め
っ
き

②
３
価
ク
ロ
ム
め
っ
き
の
問
題
点

③
３
価
ク
ロ
ム
め
っ
き
浴
の
管
理
に
つ

い
て

　

自
社
製
品
の
説
明

　

環
境
保
全
対
策
委
員
長 

石
下 

一
明

　

平
成
20
年
12
月
11
日
（
木
）
に
埼
玉

県
鍍
金
工
業
組
合
事
務
所
内
の
会
議
室

に
お
い
て
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
公
害

防
止
管
理
者
再
教
育
研
修
に
都
合
で
参

加
す
る
事
の
出
来
な
か
っ
た
事
業
所
を

対
象
に
、
再
教
育
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
「
土
壌
汚
染
対
策
に
つ
い

て
」
埼
玉
県
環
境
部 

水
環
境
課
の
協

力
を
頂
き
再
公
演
を
行
っ
て
頂
い
た
。

当
鍍
金
組
合
の
公
害
防
止
管
理
者
の
環

境
・
公
害
等
へ
の
関
心
の
高
さ
と
前
向

き
な
姿
勢
は
今
後
と
も
継
続
し
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
来
期
以
降

も
各
事
業
所
並
び
に
関
係
各
位
の
ご
協

力
の
も
と
１
０
０
％
の
出
席
を
目
指
し

て
、
年
1
度
の
再
教
育
研
修
で
済
み
ま

す
様
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

平
成
20
年
10
月
7
日
（
火
）
大
宮
サ

ン
パ
レ
ス
に
於
い
て
臨
時
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

吉
田　

勇
理
事
長
が
逝
去
（
平
成
20

年
9
月
4
日
没
）
に
伴
い
、
理
事
長
選

考
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
第
43
期

（
平
成
19
年
〜
20
年
）
途
中
で
の
任
期

選
考
と
な
る
の
で
定
款
33
条
3
項
に
も

と
づ
き
、
野
口　

武
氏
を
理
事
長
代
行

と
し
て
選
任
し
、
平
成
21
年
第
44
期
通

常
総
会
ま
で
執
行
す
る
こ
と
と
な
り
、

内
外
に
役
員
変
更
の
通
知
を
行
い
ま
し

た
。

平成21年1月20日（�）

公
害
防
止
管
理
者
二
次

再
教
育
研
修
会
を
開
催

理
事
長
代
行
選
任
さ
れ
る



第
46
回
全
国
大
会
宣
言（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

「
も
の
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」

技
術
革
新
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
活
路
を
切
り
開
こ
う

　　　

平
成
20
年
11
月
21
日 

虎
ノ
門
パ
ス

ト
ラ
ル
に
お
い
て
全
国
鍍
金
工
業
組
合

連
合
会 

創
立
60
周
年
記
念
式
典
、
第

46
回
全
国
大
会
が
各
都
道
府
県
鍍
金
工

業
組
合
関
係
者
、
所
管
官
庁
及
び
学
術

団
体
よ
り
多
数
参
加
を
得
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
か
ら
は
、
8

名
が
参
加
し
、
今
回
の
全
国
大
会
で
賞

を
受
賞
さ
れ
た
埼
玉
県
の
方
々
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
た
。

　

創
立
60
周
年
記
念
式
典

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰   

野
口 

武 

理
事
長
代
行

　

第
46
回
全
国
大
会

    

組
合
功
労
役
員
表
彰

石
下　

一
明　

有
限
会
社 

明
光
社

（
環
境
保
全
対
策
委
員
長
）

高
林　

桂
司  

三
善
工
業 

株
式
会
社  

（
技
術
教
育
委
員
会
理
事
）

島
田　

幸
昌  
有
限
会
社 

島
田
工
業
所 

（
総
務
委
員
長
）

全
国
め
っ
き
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰    

全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会
会
長
賞 

銅
賞   

　

装
飾
ク
ロ
ム
め
っ
き
部
門

有
限
会
社 

今
井
メ
ッ
キ
工
業
所

今
井 

昭
雄 

（
技
術
教
育
委
員
長
）

　

　

次
に
第
46
回
全
国
大
会
決
議
事
項
の

経
過
報
告
、
大
会
宣
言
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
提
出
・
採
択
を
行
っ
た
結
果
、
主
に

今
後
1
年
間
の
業
界
運
営
の
基
本
方
針

と
も
い
う
べ
き
上
記
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豪
華

な
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
大
に
開
催

し
、
閉
宴
と
な
っ
た
。

　

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
は
、
平
成
20

年
10
月
19
日
（
日
）
〜 

20
日
（
月
）
の
2

日
間
、
視
察
研
修
旅
行
を
開
催
し
た
。

　

初
日
は
松
島
の
観
光
を
予
定
、
早
朝

6
時
45
分
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
周
辺

の
バ
ス
乗
り
場
へ
集
合
、
午
前 

7
時

参
加
者
31
名
を
乗
せ
た
観
光
バ
ス
は
一

路
、
松
島
へ
出
発
。

　

東
北
道
を
下
り
約
4
時
間
、
長
時
間

の
車
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
疲

れ
も
な
く
、
1
日
目
の
昼
食
場
所
、
仙

台
市
内
で
も
美
味
し
い
と
評
判
の
『
伊

達
の
牛
タ
ン
本
舗
』
へ
到
着
、
皆
さ
ん

美
味
し
い
牛
タ
ン
に
舌
鼓
。

　

昼
食
を
頂
い
た
後
、
塩
釜
港
へ
出

発
、
塩
釜
港
よ
り
観
光
船
に
乗
り
換
え

島
巡
り
に
出
発
、
船
窓
か
ら
見
え
る
景

色
は
大
小
様
々
な
島
が
織
成
す
絶
景
を

眺
め
、
デ
ッ
キ
で
は
カ
モ
メ
と
戯
れ
な

が
ら
短
い
時
間
で
し
た
が
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
船
上
で
過
ご
し
な
が
ら
、
次
の

目
的
地
、
松
島
港
へ
到
着
。

　

船
を
下
り
た
一
行
は
国
宝
の
瑞
巌
寺

本
殿
を
見
学
、
そ
の
後
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

Ｃ
Ｍ
で
有
名
な
五
大
堂
を
散
策
、
そ
の

平成21年1月20日

全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会

創
立
60
周
年
記
念
式
典

第
46
回
全
国
大
会

（�）

『
視
察
研
修
旅
行
』

〜
ス
ズ
キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

（
山
形
県
山
形
市
）
〜



後
、
宿
泊
先
へ
バ
ス
で
移
動
、
午
後
4

時
30
分
「
宮
城
県
松
島 

ホ
テ
ル
壮
観
」

に
到
着
。

　

宿
泊
室
内
か
ら
夕
日
に
染
ま
っ
た

島
々
が
と
て
も
綺
麗
に
見
る
部
屋
へ
通

さ
れ
る
と
、早
速
、疲
れ
た
体
を
一
風
呂

浴
び
て
今
日
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
た
。

　

そ
の
後
、午
後
6
時
よ
り「
奥
松
島
の

間
」に
て
懇
親
会
を
開
催
、野
口
理
事
長

代
行
の
挨
拶
の
後
、小
林
専
務
理
事
の

乾
杯
、懇
親
会
を
和
や
か
に
懇
談
し
た
。

　

翌
日
、
20
日（
月
）午
前
8
時
30
分
に

宿
泊
先
を
出
発
、
三
陸
自
動
車
道
を

通
り
一
路
、
視
察
先
の
「
ス
ズ
キ
ハ
イ

テ
ッ
ク
株
式
会
社
」に
午
前
10
時
到
着
、

全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会
会
長
で
あ

る
、
鈴
木 

喜
代
壽
代
表
取
締
役
社
長

に
出
迎
え
ら
れ
た
。

　

早
速
、
社
内
会
議
室
に
通
さ
れ
鈴
木

一
徳 

専
務
取
締
役
に
よ
り
会
社
紹
介

を
し
て
頂
い
た
。

　

創
業
は
大
正
3
年
、
鈴
木
メ
ッ
キ
工

場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
長
年
に
渡
り
ミ

シ
ン
部
品
・
ス
ピ
ー
カ
ー
・
通
信
部
品
・

半
導
体
部
品
・
プ
リ
ン
ト
基
板
と
徐
々

に
め
っ
き
品
目
に
対
応
し
て
行
き
、
平

成
2
年
ス
ズ
キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

へ
と
社
名
を
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
従
業
員
は
総
勢
二
百
名
と
な
る

大
企
業
で
、
基
本
方
針
は
、『
め
っ
き

業
界
の
日
本
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な

る
』 
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　

今
回
視
察
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
本
社

工
場
は
長
い
歴
史
と
と
も
に
工
場
を
増

改
築
し
て
き
た
事
で
の
工
場
レ
イ
ア
ウ

ト
に
苦
労
さ
れ
た
事
、
本
社
工
場
で
は

処
理
用
水
源
を
地
下
水
で
賄
い
、
処
理

後
の
水
は
適
正
値
ま
で
処
理
さ
れ
た
排

水
を
工
場
近
く
の
馬
見
ヶ
先
川
へ
、
1

時
間
に
50
ｔ
を
放
流
し
て
い
て
、
上
下

水
道
費
が
殆
ど
掛
か
ら
な
い
事
な
ど
を

説
明
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
も
羨
ま
し
い

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

一
通
り
説
明
が
終
わ
っ
た
後
、
社
内

を
見
学
、
先
ほ
ど
の
説
明
で
も
言
わ
れ

て
い
た
よ
う
に
工
場
内
は
迷
路
の
よ
う

に
階
段
の
途
中
に
扉
を
増
設
し
た
跡

や
、
壁
で
塞
い
だ
後
な
ど
大
変
苦
労
さ

れ
て
い
る
事
が
見
学
を
し
て
い
て
も
分

か
り
、
又
、
め
っ
き
品
目
も
15
品
目
以

上
を
処
理
し
て
い
る
為
、
各
部
屋
へ
の

移
動
は
注
意
し
て
い
な
い
と
置
い
て
い

か
れ
て
し
ま
い
、
ど
ち
ら
へ
行
っ
た
の

か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で

あ
っ
た
。

　

各
め
っ
き
処
理
施
設
内
に
入
る
と
若

い
社
員
の
方
が
多
く
み
な
さ
ん
元
気
な

声
で
挨
拶
を
し
て
頂
き
、
と
て
も
活
気

に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

又
、
社
内
に
は
本
格
的
な
分
析
計
量

室
が
あ
り
計
量
証
明
事
業
所
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
社
内
の
み
な

ら
ず
他
か
ら
の
計
量
測
定
も
実
施
し
て

い
る
と
の
事
で
し
た
。

　

社
内
を
見
学
後
、
小
林
専
務
理
事
よ

り
お
礼
の
言
葉
と
記
念
品
を
手
渡
し
、

工
場
前
に
て
全
員
で
記
念
写
真
を
撮

影
、
従
業
員
の
皆
様
に
送
ら
れ
つ
つ
ス

ズ
キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
工
場
を
後
に
し
た
。

　

工
場
を
出
発
し
て
か
ら
す
ぐ
、
芋
煮

会
で
有
名
な
川
原
と
大
な
べ
を
横
目
に

し
、
途
中
昼
食
を
と
っ
た
後
、
次
の
目

的
地
「
蔵
王
の
お
釜
と
五
色
沼
」
へ
向

か
っ
た
。

　

蔵
王
の
お
釜
ま
で
は
、
山
道
を
登
っ

て
行
き
、
標
高
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

広
葉
樹
の
葉
の
色
が
赤
や
黄
色
、
燈
色

へ
と
変
化
し
て
行
く
紅
葉
を
眺
め
な
が

ら
午
後
1
時
50
分
ご
ろ
到
着
し
た
。

　

お
釜
は
蔵
王
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

熊
野
岳
・
刈
田
岳
・
五
色
岳
に
囲
ま
れ

た
火
口
湖
で
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

湖
水
が
刻
々
と
変
化
す
る
神
秘
的
な
湖

で
、
参
加
者
も
自
然
が
作
り
出
し
た
絶

景
に
し
ば
し
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
釜
を
後
に
し
、
途
中
ビ

ン
ゴ
大
会
を
開
催
し
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
な
が
ら
、
午
後
8
時
ご
ろ
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
到
着
、
無
事
に
今

回
の
視
察
研
修
旅
行
を
終
了
し
た
。

　

今
回
、
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

又
、
お
忙
し
い
中
、
快
く
視
察
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
ス
ズ
キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
株
式

会
社
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
御

座
い
ま
し
た
。

　

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
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い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
12
月
よ
り
分
析
を
担
当
さ
せ
て
頂
い

て
気
が
つ
い
た
点
を
ま
と
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

正
確
な
分
析
を
行
う
た
め
に
是
非
と
も

守
っ
て
頂
き
た
い
事
項
で
す
の
で
何
卒
ご

協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
採
水
で
の
注
意
点

容
器
を
洗
浄
さ
れ
ず
に
採
水
さ
れ
る

事
業
所
が
数
件
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

で
す
。

容
器
を
洗
浄
せ
ず
に
採
水
さ
れ
る

と
、
緑
藻
が
生
え
る
な
ど
分
析
結
果

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
破
損
し
た
容
器
を
見
か

け
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
破

損
箇
所
か
ら
の
漏
れ
、
外
部
か
ら
の

混
入
な
ど
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

②
専
用
容
器
以
外
で
の
採
水

数
件
で
す
が
、
専
用
容
器
以
外
で
の

採
水
の
持
込
が
あ
り
ま
し
た
。

専
用
容
器
外
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
試

薬
ビ
ン
等
）
で
の
採
水
は
以
前
入
っ

て
い
た
内
容
物
の
影
響
が
残
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り

洗
浄
し
た
つ
も
り
で
も
分
析
項
目
に

よ
っ
て
は
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
専
用
容
器
を
ご
使

用
下
さ
い
。

Ｖ
Ｏ
Ｃ
関
係
（
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
な
ど
）
は
処
理
を
し
た
専
用
の
ガ

ラ
ス
ビ
ン
で
の
採
水
が
望
ま
し
い
の

で
、
他
の
ビ
ン
で
の
採
水
は
し
な
い

で
下
さ
い
。

対
策
と
し
て
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
さ

ん
か
ら
専
用
処
理
を
し
た
ビ
ン
を
お

借
り
し
て
各
分
析
対
象
事
業
所
へ
お

渡
し
い
た
し
ま
す
。

③
採
水
後
の
保
管
方
法

採
水
後
、
収
集
・
組
合
ま
で
持
ち
込

ま
れ
る
間
、
室
温
で
の
保
管
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
項
目
に
よ
っ
て

は
正
確
な
分
析
が
行
え
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

夏
場
は
特
に
影
響
さ
れ
や
す
い
た

め
、
出
来
る
限
り
0
度
〜
10
度
以
内

で
の
保
管
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
組
合
ま
で
の
移
動
時
も
ク
ー

ラ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
な
ど
に
入
れ
て
温
度
変

化
の
少
な
い
状
態
で
お
持
ち
込
み
頂

け
る
と
幸
い
で
す
。

④
分
析
依
頼
の
分
散

採
水
さ
れ
た
検
体
を
私
一
人
で
分
析

す
る
に
は
一
日
に
で
き
る
許
容
範

囲
が
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
月

平
均
で
90
件
以
上
を
分
析
し
て
い
る

た
め
、
一
度
に
集
中
し
て
し
ま
う
と

保
管
す
る
場
所
が
不
足
し
て
し
ま
う

こ
と
、
早
急
な
処
理
が
不
可
な
こ
と

に
よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
ー
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
各
支
部
の
ご
協
力
の
も
と
出
来

る
限
り
採
水
の
持
ち
込
み
を
分
散
し

て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

⑤
採
水
方
法

採
水
場
所
は
必
ず
採
水
地
点
の
代
表

水
質
に
な
る
よ
う
に
採
水
場
所
を
決

め
て
下
さ
い
。

採
水
は
検
水
で
2
〜
3
回
ゆ
す
い
だ

後
、
内
ぶ
た
と
の
中
に
空
気
が
残
ら

な
い
よ
う
に
満
タ
ン
に
採
水
し
て
、

キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
閉
め
て
下
さ

い
。

＊
後
日
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
析
項

目
・
検
体
量
な
ど
を
ア
ッ
プ
致
し
ま

す
。

＊
今
後
と
も
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
す
の

で
皆
様
の
ご
協
力
宜
し
く
御
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
計
画
の
内
容

①
小
規
模
事
業
場
の
労
働
災
害
防
止
・

安
全
衛
生
水
準
の
向
上
を
計
る
事
業

支
援
。

②
支
援
期
間
2
年
間
十
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
期
間
1
年

③
申
請
に
よ
り
参
加
各
社
に
各
種
補
助

金
が
あ
り
ま
す
。

④
組
合
に
こ
の
事
業
推
進
の
為
の
事
務

経
費
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

◎
参
加
用
件

①
埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
の
構
成
事
業

所
で
あ
る
こ
と
。

②
50
人
以
下
の
事
業
所
で
あ
る
こ
と

（
各
工
場
毎
で
50
人
以
下
）。

③
参
加
申
し
込
み
を
し
た
企
業
。

参
加
企
業
は
安
全
診
断
・
衛
生
診
断
を

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
情
報
は
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）

運
営
委
員
会(

年
4
回)

全
体
会
議(

年
1
回)

◎
募
集
企
業
数

20
社
程
度

ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
!! 

『
排
水
分
析
に
関
し
て
の
お
願
い
』（
分
析
担
当　

篠
永
）

た
ん
ぽ
ぽ
計プ
ラ
ン画
参
加
希
望
企
業
募
集
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昭
和
42
年
よ
り
埼
玉
県
鍍
金
工
業
組

合
の
理
事
、
平
成
元
年
に
副
理
事
長
そ

し
て
平
成
5
年
か
ら
理
事
長
に
就
任
し

て
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
組
合
に
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
間
全
鍍
連
に

お
い
て
も
昭
和
54
年
に
常
任
理
事
、
平

成
15
年
か
ら
副
会
長
に
就
任
す
る
な

ど
、
埼
玉
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
の
鍍
金

工
業
会
に
大
変
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

他
の
団
体
に
お
い
て
も
、
埼
玉
県
金

属
加
工
健
康
保
険
組
合
理
事
長
、
熊
谷

中
全
会
副
会
長
、
吹
上
町
行
政
改
革
懇

話
会
委
員
、
労
働
省
派
遣
事
業
適
性
運

営
協
力
員
、
埼
玉
県
・
中
国
山
西
省
経

済
協
力
推
進
委
員
、
上
尾
法
人
会
、
埼

玉
県
化
学
物
質
円
卓
会
議
委
員 

な
ど

多
く
の
団
体
の
中
心
的
役
を
担
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
数
多
く
の
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

平
成
元
年
3
月
30
日
「
通
商
産
業
省
基

礎
産
業
局
長
表
彰
」・ 

平
成
5
年
11
月

14
日
「
埼
玉
県
知
事
表
彰
」 

平
成
5
年
11
月
26
日
「
中
小
企
業
庁
長

官
表
彰
」・
平
成
10
年
5
月
25
日
「
通

商
産
業
大
臣
表
彰
」

平
成
12
年
11
月
3
日
に
「
藍
綬
褒
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
名
誉
で
あ
り
ま
す
叙

位
叙
勲
、『
正
六
位
旭
日
双
光
章
』
を

平
成
20
年
9
月
4
日
付
け
で
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
14
年
2
月
20
日
に
生
を
受
け
て

か
ら
、
69
年
間
、
大
変
多
く
の
方
々
に

愛
さ
れ
て
、
大
変
多
く
の
方
々
に
信
頼

さ
れ
、
大
変
多
く
の
方
々
に
頼
ら
れ

て
、
大
変
多
く
の
方
々
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
、
大
変
多
く
の
方
々
の
心
に
中
に

吉
田 

勇
と
い
う
名
を
刻
み
な
が
ら
、

平
成
20
年
9
月
8
日
に
県
央
み
ず
ほ
斎

場
か
ら
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
故
人
を
偲

び
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

　

最
後
に
、
御
子
息
で
あ
り
ま
す
、
吉

田
幸
司 

様
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
故
吉
田 

勇 

様
の
人
と
な

り
を
御
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。
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物
心
つ
い
た
頃
か
ら
父
は
不
在
な
時

が
多
く
、
た
ま
に
家
に
い
る
と
き
は
テ

レ
ビ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
戦
を
見
な
が
ら

終
始
無
言
で
晩
酌
を･･･
そ
し
て
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
が
負
け
そ
う
に
な
る
と
、
テ

レ
ビ
を
消
し
て
寝
室
で
本
を
読
ん
で
い

た
。

　

食
卓
で
は
、
母
と
私
と
弟
の
話
し

声
、
そ
し
て
ヒ
ッ
ト
が
出
た
と
き
の
父

の
『
よ
し
っ
！
』
と
い
う
声
と
大
音
量

の
テ
レ
ビ
の
音
。
こ
れ
が
我
が
家
の
日

常
で
し
た
。

　

躾
、
と
く
に
約
束
ご
と
に
は
非
常
に

厳
し
く
、（
1
〜
2
度
ぶ
ん
殴
ら
れ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
が･･･

）
普
段
は
あ

ま
り
口
を
利
か
ず
、『
お
っ
か
な
い
親

父
』
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
父
で
し

た
。

　

ち
ょ
う
ど
下
の
弟
が
生
ま
れ
た
頃
、

父
は
吉
田
商
店
の
代
表
取
締
役
に
就
任

し
た
よ
う
で
、
更
に
家
に
い
る
日
が
少

な
く
な
り
、
ま
た
お
客
（
仕
事
関
係
や

友
人
）
が
来
る
事
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

客
と
語
ら
っ
て
い
る
父
は
と
て
も
朗

ら
か
で
、（
お
酒
の
せ
い
も
あ
り
ま
す

が･･･

）
ま
た
お
客
と
一
緒
に
な
っ
て

幼
い
私
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
き
ま

し
た
。
普
通
お
酒
の
入
っ
た
大
人
に
構

わ
れ
る
子
供
の
心
理
と
し
て
は
非
常
に

迷
惑
な
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
に

と
っ
て
は
朗
ら
か
な
父
と
そ
の
友
人
達

と
過
ご
す
時
間
が
楽
し
く
思
え
て
よ
く

そ
の
席
に
同
席
し
、
最
後
に
は
『
子
供

の
時
間
は
も
う
終
わ
り
、
早
く
寝
な
さ

い
。』
と
よ
く
言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て

お
り
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
、
イ
デ
ア
工
業
が
軌
道
に

の
っ
た
頃
、
よ
く
仕
事
の
話
を
し
て
く

れ
た
事
も
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

貴
金
属
の
話
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
話
・

懇
話
会
で
有
名
人
に
会
っ
た
話
・
地
方

で
食
べ
た
お
い
し
い
も
の
の
話
等
、
酒

の
入
っ
て
な
い
父
と
よ
く
話
す
よ
う
に

な
っ
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

相
変
わ
ら
ず
家
に
い
る
事
は
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
年
に
一
度
の
家
族

旅
行
・
正
月
の
凧
揚
げ
・
と
き
た
ま
行

く
外
食
、
そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
雑
学
的

な
話
を
自
慢
げ
に
話
し
、『
お
ま
え
も

た
く
さ
ん
本
を
読
め
』
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

進
路
の
話
や
就
職
の
相
談
な
ど
節
目

に
は
必
ず
父
に
相
談
を
持
ち
か
け
ま
し

た
が
、『
お
ま
え
の
人
生
な
ん
だ
か
ら
、

自
分
で
考
え
ろ
。』
と
い
つ
も
答
え
は

同
じ
、
但
し
翌
日
に
必
ず
父
か
ら
の
メ

モ
が
あ
り
、
古
い
こ
と
わ
ざ
や
、
思
想

的
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
の
を
覚
え

て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
最
後
に
も

ら
っ
た
メ
モ
は
、
そ
れ
ら
が
い
ろ
い
ろ

書
い
て
あ
る
手
帳
で
し
た
。

　

今
と
な
っ
て
み
れ
ば
、
忙
し
い
な
か

駆
け
ず
り
ま
わ
っ
て
家
に
帰
り
、
疲
れ

て
口
も
利
き
た
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

事
は
解
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
家
に

帰
っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
理
由
も
わ
か
り

ま
す
。

　

し
か
し
愚
痴
一
つ
こ
ぼ
さ
ず
、
仕
事

と
各
団
体
の
役
職
を
こ
な
し
、
そ
し
て

休
む
間
も
惜
し
ん
で
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ

や
旅
行
・
仲
間
と
の
付
き
合
い
を
過
ご

し
、
話
す
時
間
は
少
な
い
で
す
が
必
ず

家
に
は
帰
っ
て
き
て
家
族
の
顔
を
見
て

『
今
日
は
何
か
あ
っ
た
か
？
』
と
母
に

尋
ね
る
。
そ
ん
な
生
活
を
何
十
年
も
過

ご
し
て
き
た
父
で
す
か
ら
、
療
養
中
の

病
院
生
活
も
、
良
い
休
暇
に
な
っ
た
の

で
は･･･
と
思
い
ま
す
。

　

69
年
と
少
々
短
い
人
生
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
に
慕
わ
れ
、
尊
敬
さ

れ
、
ま
た
好
き
な
事
も
た
く
さ
ん
し

て
、
悔
い
の
無
い
人
生
だ
っ
た
の
で

は
？
と
家
族
一
同
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

手
術
前
の
父
の
日
記
は
こ
う
記
し
て

あ
り
ま
し
た
。

『
こ
の
年
で
大
病
を
患
う
と
我
が
人
生

の
悔
悟
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
お
ち

い
る
が
、
人
並
み
以
上
の
良
き
人
生
を

送
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。･･････　

』

　

生
前
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
皆
様

に
家
族
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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父
へ
の
思
い



　

第
5
支
部
は
、
草
加
市
、
八
潮
市
、

三
郷
市
、
吉
川
市
、
越
谷
市
、
春
日
部

市
、
松
伏
町
の
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

旧
5
支
部
の
草
加
市
、
八
潮
市
、
三

郷
市
、
吉
川
市
で
16
社
と
旧
11
支
部
の

越
谷
市
、
春
日
部
市
、
松
伏
町
で
5
社

の
支
部
合
併
に
よ
り
第
5
支
部
21
社
で

構
成
し
て
お
り
、ブ
ロ
ッ
ク
（
旧
支
部
）

ど
う
し
で
会
議
を
開
き
、
経
済
情
勢

等
々
を
話
し
合
い
な
が
ら
楽
し
く
行
っ

て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
を
代
表
す
る
よ
う
な
、
さ
い

た
ま
市
・
川
口
市
・
川
越
市
・
所
沢
市
・

熊
谷
市
な
ど
大
き
い
街
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
草
加
せ
ん
べ
い
」
と
か
三
郷
の

「
な
ま
ず
」な
ど
は
有
名
で
す
。今
回
は
、

越
谷
の
歴
史
に
ふ
れ
る
機
会
が
あ
り
楽

し
か
っ
た
の
で
、
越
谷
の
歴
史
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

越
谷
は
東
武
伊
勢
崎
線（
地
下
鉄
日

比
谷
線
乗
入
れ
）が
南
北
に
、JR
武
蔵
野

線
が
東
西
に
走
り
、埼
玉
県
南
東
部
に

位
置
し
、中
川
、古
利
根
川
、綾
瀬
川
や

元
荒
川
が
縦
横
に
流
れ
、古
く
よ
り「
水

郷
こ
し
が
や
」と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　

歴
史
を
ひ
も
解
く
と
江
戸
初
期
に
は

徳
川
家
康
が
民
情
視
察
を
目
的
と
し
て

タ
カ
狩
り
を
し
、
現
在
の
地
名
、
御
殿

町
に
「
越
ヶ
谷
御
殿
」
を
建
て
宿
泊
し

て
い
た
と
聞
く
。

　

家
康
没
後
遺
骸
は
久
能
山
に
葬
ら
れ

た
が
、
そ
の
後
日
光
に
移
さ
れ
家
康
霊

廟
参
拝
が
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
制
度
化

さ
れ
て
、
日
光
参
り
が
始
ま
り
街
道
整

備
が
進
み
、
奥
州
街
道
（
日
光
街
道
）

の
宿
場
町
越
ヶ
谷
宿
と
し
て
発
展
し
、

本
陣
、
脇
本
陣
合
わ
せ
五
十
数
軒
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
度
、
越
谷
の
ほ
う
に
お
越
し
の
際

は
、
写
真
の
と
こ
ろ
な
ど
散
歩
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
も
の
で
す
よ
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
訃
報

吉
田　

勇
さ
ん

㈲
吉
田
商
店　

取
締
役
会
長

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
理
事
長

全
鍍
連
副
会
長

平
成
20
年
9
月
4
日　

逝
去

享
年
69
歳

葬
儀
委
員
長　

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
顧
問

全
鍍
連
名
誉
顧
問　

島
村　

周

伊
藤　

政
子
さ
ん

㈲
二
幸
鍍
金
工
業
所

代
表
取
締
役
社
長　

ご
母
堂

元
理
事

平
成
20
年
11
月
9
日　

逝
去

享
年
101
歳

渡
辺　

實み
の
る
さ
ん

㈲
渡
辺
鍍
金
工
業
所

取
締
役
会
長　

ご
尊
父

元
理
事　

支
部
長

平
成
20
年
12
月
6
日

享
年
97
歳

　

表
紙
の
写
真
は
松
島
（
宮
城
県
松
島

町
）
で
す
。
日
本
三
景
の
一
つ
と
さ
れ

る
景
勝
地
で
す
。

　

平
成
二
十
年
十
二
月
の
政
府
日
銀
短

観
は
大
企
業
、
製
造
業
の
業
況
判
断
指

数
（
Ｄ
1
）
が
、
第
一
次
石
油
危
機
直

後
の
一
九
七
五
年
以
来
の
落
ち
込
み
幅

と
な
り
、
金
融
危
機
の
深
刻
化
で
景
気

が
坂
道
を
転
げ
落
ち
る
よ
う
に
悪
化
し

て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

景
況
感
の
急
速
な
冷
え
込
み
を
受

け
、
日
本
を
代
表
す
る
企
業
で
も
相
次

い
で
減
産
や
雇
用
カ
ッ
ト
に
着
手
し
て

い
る
。
日
銀
短
観
の
大
幅
悪
化
は
、
金

融
危
機
の
シ
ョ
ッ
ク
が
け
た
外
れ
だ
っ

た
こ
と
を
物
語
る
。

印
刷

保
証
企
画
工
芸
株
式
会
社
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第
５
支
部
だ
よ
り


